最高裁判所御中
　　「君が代」伴奏拒否裁判の慎重な審理を求める要請

　１９９９年に日野市（当時）の小学校の音楽専科教員が、入学式のピアノ伴奏を行わず戒告処分を受けた事件が、最高裁へ上告されました。
　東京高等裁判所は、審理は１回のみという問答無用の訴訟指揮を行い、原告側の強い要求にもかかわらず、証拠調べも重要な証人申請も受け入れず、2004年７月７日、「控訴棄却」の判決を出しました。その判決文の内容は、事実を歪曲して認定し、厳格な違憲審査基準も踏まえずに「思想・良心の自由の制限は、公共の福祉にかなうものとしてやむをえない」と言い切るなど、憲法に照らして重大な疑義が指摘されるものです。教育の危機、子どもの人権の危機をもたらす内容であることも、多くの人に指摘されています。また、ピアノ伴奏を「外部的行為」であるとして、「内心」と切り離して論じるという音楽としてありえない誤りを犯していることに、多くの音楽家から異議の声が寄せられています。
　最高裁判所におかれましては、これらの重大な誤りを看過されることなく、法廷を開き慎重な審理を行われますよう、要請致します。
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